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          「集団ときまり」 
                              

 校 長   田 手  淳 

 
11月 2日（木）後期生徒総会が開催され、門脇生徒会長から手塚生徒会長に生徒会運営のバトンが引

き継がれました。今年度前期の活動は、生徒全員が学校生活をより豊かなものにするための工夫が随所
に見られた取組でした。役員の皆さんの熱心な活動のおかげです。ありがとうございました。この前期
の生徒会の雰囲気を後期も引き継ぎ、より活気あふれる生徒会活動にしてほしいと思います。 
さて、生徒総会では注目すべき二つの提案がなされておりました。ジャージの着用についてとトイレ

の使用場所についての要望です。本校では、保健体育の授業などでジャージに着替えた場合、その後ジ
ャージでの活動がない場合など、制服に着替える必要があり、条件が細かに決められております。この
中で 4時間目にジャージを着た活動の場合、現行では授業後着替えが必要とされているのですが、給食
準備を迅速にするため着替えは給食の後にしたいという要望。もう一つは、現在学年ごとに使用場所が
きめられているトイレですが、この条件をなくしてほしいというものでした。この二つについては、総
会後各学年で話し合い、生徒会でまとめ、校長へ申し出るという流れになっているそうです。話し合い
の結果どのような結論になるのか楽しみに待ちたいと思います。 
これらのきまりはおそらく開校まもなくできたものでしょう。きまりがつくられるに至った理由は、

勝手にジャージを着続けた人、トイレ内での異学年間でのトラブルといったところでしょうか。学校は
集団生活をする場所です。全員が快適に過ごすためには、時と場合に応じた身だしなみは必要でしょう
し、相手を尊重した態度や行動も大切です。自分勝手な行動をする人が現れると、きまりによる制約が
発生しやすくなります。きまりにもいろいろありますが、特に「何々をしてはだめだ」というきまりが
増えるほど、居心地の悪い集団になります。 
つまりこれらのきまりが不要と感じるようになった現在の熊石中学校生徒は、これらのきまりがで

きた頃よりも、身だしなみや行動面での考え方が高度な集団になっていると言えます。そのように考
えていくと、もっとも高度な集団とは、きまりが一切なくても、各人が集団の中で互いのことを重ん
じて行動できる集団のことです。それは無秩序なのではなく、きまりがない中で集団が快適に過ごす
ために、それぞれが責任をもって行動できる集団です。 
ところが、世の中にはいろいろな人がいて、いろいろな考えをもっています。中には、きまりなん

てどうでもいいと考える人やきまりは破るためにあると考える人もいるかもしれません。だから、安
易にきまりをなくすと無責任な人が増え、無秩序な世界が現れます。そのため明日から一切のきまり
をなくしますよとはなかなかならないものです。人の気持ちは、難しいものですね。 
大切なのは、しっかりとした話し合いをして共通の認識をもつことです。さらに、しっかりと話し

合いをした人たちは、なぜそのような結論になったかも理解しているので、どんな結論になったとし
てもみんなで責任を持って行動できますが、難しいのは、これを次の代に引き継ぐことです。      
今回総会に提案されたことはどのような結論になるのかまだわかりませんが、どのように決まった

としても、今在籍している皆さんは守るでしょうが、それを来年入学してくる 1年生にしっかりと理
解させることができるのかどうかが、高度な集団を維持するポイントになります。つまり、もっとも
大事なのはきまりそのものではなく、より良い集団になろうとする、その集団に所属する人たちの
「協調」の精神なのです。 
この仕組みや気持ちは、なにも生徒会に限った話ではなく、世の中の平和を維持するためにも、同

様のことが言えるのではないかとニュースを見ながら思う昨今です。 

 

 校    訓 

自主（知） 協調（徳） 壮健（体） 

学校教育目標 

自ら学びを広げる賢い生徒     （知） 

自他を尊重し未来を拓く明るい生徒 （徳） 

活力あふれる心身共にたくましい生徒（体） 
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   10月 23日と 11
月 2日に熊石総合 

支所の保健師さんや、八雲総合病 
院の助産師さんを講師としてお招 
きし、思春期保健講話を行いまし 
た。また、16日と 20日には熊石 
支所の管理栄養士さんを講師にお 
迎えして食に関する学習も行って 
います。思春期を迎え成長期の中 
学生にとって大切な、栄養摂取に 
関する事や、性に関する正しい知 
識を学び、自分の生活や、人との 
接し方について見つめなおす良い 
機会となったようです。 
 

1 日(金) 1.2年生後期中間テスト  
         3 年願書写真撮影 
2 日(土) 数学検定 桧山吹奏楽祭 
5 日(火) ３年租税教室 

推薦生徒保護者説明会 
6 日(水) ALT来校 職員会議 部活動停止 
8 日(金) 常任委員会 

科学の甲子園 Jr.全国大会～10 日 
1０日(月) バドミントン新人戦（団体） 
1３日(水) 会議日 部活動停止 
1５日(金) 放課後活動なし 
1６日(土) オープンスクール 
18 日(月) 振替休業 
20 日(水) 職員会議 ALT 来校 部活動停

止 
21 日(木) 大掃除(6h)  
22 日(金) 午前授業 給食なし 全校集会 
23 日(土) 冬季休業開始(～1/11) 学校閉鎖 
24 日(日) 学校閉鎖  
29 日(木) 学校閉庁日(～1/3) 

10月 23日 24日に熊石地区の企業や飲食店、事業 
所にご協力いただき、生徒たちが職場での仕事を実体験 

する職場学習が行われました。この職業体験の前には、体験をお願いする事業所へ 
生徒が直接電話で打ち合わせを行い、初めての体験で大変緊張していましたが、 
当日は受け入れくださった各職場で、それぞれ貴重な体験をしてきたようで、大変充 
実した顔で学校へ戻ってきておりました。この度ご協力いただいた事業所の皆様、生 
徒たちの貴重な学びの場を提供くださったことを厚くお礼申し上げます。 
 
 

毎年恒例になりました熊石在住の桂川
先生をお招きしての柔道学習を保健 

体育の時間に行いました。2、3年生は一年ぶりですが、久
しぶりの畳の感触を楽しみながら取り組んでいました。1年
生は、空手を習っている生徒が多いせいか、道着もばっちり
きまっており受け身や技の練習を熱心に行っていました。 

 
 
 
 
 

柔道教室 
 

 
 

 
 
11月 9日(木)熊
石小学校の 6年生 8
名の皆さんが体験入
学で来校し、英語と技
術の体験授業を受けま
した。来年 4月の皆さ
んの入学を楽しみに待
っております。 
 

新入生体験入学 
英語・技術を体験 

思春期保健講話・食育指導 

職業体験学習  

 

 

【第 57回和道流空手北海道大会】 

10月 7日 8日 千歳市 

〇組手個人 中学男子 優勝 3年門脇さん 

〇組手団体 中学男子 準優勝  

3年門脇さん 1年門脇さん・郷さん 

【税の書道展】 

○八雲商工会長賞 ３年平井さん 

○八雲管内漁協法人会長賞 １年中島さん 

○八雲地方法人会熊石支部長賞 ２年手塚さん 

【読書感想文コンクール】 

〇優秀賞「家族」2年佐々木さん 

〇入選「赤毛のアンを読んで」2年宮田さん 

【第 40回 道南中学生新人バドミントン大会 個人戦】 

11月 18日 19日 函館アリーナ 

○男子 個人 B ベスト８ 2年武藤さん 

各種コンクール・大会での活躍の様子 

 
 

 

1１月１5 日（水）、道徳の時
間に熊石総合支所まちづくり
推進係の佐々木さんに講話い
ただきました。根崎神社のお祭
りで山車行列にかかわってき
て感じたことだったり、社会に
出てからの自らの経験だった
りと豊富な話題で生徒たちに
語り掛けました。 
生徒は、かけ 

がえのない命 
について、人生 
・社会、また地 
域の伝統につ 
いて考えを深 
めることができ 
ました。 

「地域の方から学ぶ」 
道徳で佐々木さんが講話 


